
 

 

「負けた子はかわいそう」？ 
 ～中体連総合競技大会で感じたこと～      校長  中田  和子  

  

 

 １学期の終了にあたり、本校の教育活動に対するご

理解・ご協力について、保護者、地域の皆様に心より

お礼申し上げます。 

 さて、７月２５日より３０日 

間の夏季休業が始まります。１ 

日の過ごし方を自分で決める長 

期休業は、まさに『自律』の力 

が求められる機会です。充実した時間になるよう、ご

家庭でもぜひ話し合っていただければと思います。ま

た、海や川などの水の事故、祭典に関わるトラブル等

が増える時期でもあり、十分な注意が必要です。詳し

くは学校が配布する「生徒指導部だより」や「夏休み

の生活心得」をご確認ください。 

毎日のように痛ましい事件・事故が報道される時代

です。「うちの子は大丈夫」と思いつつ、「もしかする  

と･･･」という意識をもことで、事件・事故の未然 

防止につながります。命より大切なものはありま 

せん。子どもたちが安全・安心な夏季休業を送れ

るように、引き続き皆様のご協力をよろしくお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

           

 

  

 

 

 

 ６月末に中体連総合競技大会が開催され、旭岡中学

校は野球・サッカー・バドミントンに参加しました。

〔野球は湯川・戸倉・旭岡、サッカーは戸倉・旭岡の

合同チーム〕。中体連は全道、全国へとつながること

もあり、運動部が大きな目標としている大会です。各

会場で選手たちが１ポイント、１点を目指しひたむき

にプレイする姿は大変美しいものでした。試合なので

当然勝ち負けがあります。勝てば嬉しい、負ければ悔

しい。肩を落としてうなだれたり、悔しさのあまり涙

を流したりする選手もいました。 

こういう時、『あんなに頑張ったのに負けてしまっ

てかわいそう。』という言葉を言ったり、聞いたりし

ます。『負けた子はかわいそう』･････。果たして本当

にそうでしょうか。 

どんなに頑張っても、努力が必ず報われる保証はあ

りません。もちろん、努力することで報われる可能性

は高まるでしょう。けれど、どれほど勝ちたいと思っ

ても、どれほど練習をしても、勝てないことはあるし

勝てない相手はいます。僅差なのか、圧倒的な差なの

か、そこには見えない力の差が厳然と立ちはだかって

いるのです。また、「勝負は時の運」などと言う言葉

があり、こうなるともはや理屈ではなくなります。こ

のような、ある意味理不尽な現実と向き合う時、子ど

もは簡単にそれを受け入れられないことがあります。

八つ当たりのように、負けた理由を自分以外の人やモ

ノ、環境などに求めるかも知れません。その時に周り

の大人（家族や先生、地域の人など）が、きちんと向

き合い方を教えることが大切なのではないかと思いま

す。自分にとって受け入れ難い結果であっても受け止

め、次にどういかしていくのかを助言して導くのが私

たち大人の役割です。 

確かに負けるのはつらいし落ち込む姿を見ると、つ 

い「かわいそうだから、そっとしておこう」という気

持ち 
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函館市西旭岡町３丁目５番地 

TEL 50-3609   FAX 50-4412 

【重点目標】 『 自ら考え､判断し､表現できる生徒の育成 』     HP  https://member-asahioka-jh.edumap.jp  

【教育目標】 自ら考え学び 自己実現できる人(自律), 自他を敬愛し ともに生きる人(感謝), 心身を磨き 社会形成に参画する人(貢献) 

持ちになります。しかし、たとえ気遣いであっても周

りがそのような態度をとることで、子どもは「負ける

のは悪いこと」というマイナスのイメージをもつよう

になります。さらには「負けると優しくしてもらえ

る」という誤った学習をしてしまいます。負けた時こ

そ成長のチャンスなのに、とことん落ち込むことも、

正面から向き合うことも、自分で考えることもせず

に、何もしない状態にするのは、せっかくのチャンス

を無駄にするのと同じです。 

本当にかわいそうなのは、負ける経験をしないこと

であり、負けた時の正しい向き合い方を知らないこと

だと私は思います。いくつもの失敗や挫折を乗り越え

前に進む経験を重ねながら、子どもは成長していきま

す。その成長を見守りしっかりと支えていく役割を学

校、家庭、地域社会が連携の下、担っていくことの大

切さを改めて考える機会となりました。 

  



 

 

 今年度の授業参観についても、「複数日程・１日開放」で

行いました。ご都合に合わせて参観希望の授業を選んでい

ただける形での実施です。天気が悪い日が多かったにもかか

わらず、ご来校いただきありがとうございました。面談につきま

しても、保護者の方とお話する貴重な時間となりました。今

後とも本校の教育活動に対してのご理解とご協力お願いい

たします。 

コロナウイルスに感染した場合、緊急に入院した場合、事

故にあってしまった場合などは、中学校（0138-50-

3609）へ連絡してください。また、お子さんの生命や安全に

関わる重大事態など、緊急を要する場合は、警察（110）

または消防・救急（119）にご連絡ください。 

【こころの相談員】（月～金 8:45～17:30） 

  ℡ 0138-57-3009 0138-57-6644 

【函館市南北海道教育センター】（月～金 8:45～17:30） 

  ℡ 0138-57-8251 

【子どもなんでも相談１１０番】 

（月 8:45～19:00 火～金 8:45～17:30） 

  ℡ 0138-32-3192  

※こども専用ﾀﾞｲﾔﾙ 0800-800-0879 

 昨年度 2 年振りに再開したクリーンデイを、今年度も３日

（月）に行いました。中学２年生がリーダーとなり、小学生

や養護学校生徒、町内会の方と、いくつかのグループに分か

れて町内のゴミ拾いをしました。生徒の感想を紹介します。

「ゴミは意外と少なかったです。」「ゴミが無くていい町内だと思

いました。」「みんな一生懸命ゴミを拾っていました。」 

 お忙しい中、参加して下さった町内会の皆様、ありがとうご

ざいました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８／ １(火) 夏季休業～２３日(水) 

  ／１１(金) 山の日 

／１４(月) 学校閉庁日～１６日(水) 

／１７(木)１・２年 夏季学習会：２A教室 

／１８(金) 1・２年 夏季学習会：２A教室 

／２４(木) ２学期始業式  教育実習生着任 

／２５(金) ALT来校  

／２９(火) SC来校  

／３０(水) １・2年生 実力テスト 

／３１(木) 1年生職場体験学習 

２年生市内自主研修 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

学校閉庁期間の緊急連絡先について 

 ８月 14 日（月）～１6 日（水）は全市実施の学校閉庁日

となっております。この期間は教職員が出勤せず、電話対応等も原

則ありませんので、緊急の場合は以下へご連絡ください。 

①教頭０９０－２８７１－８６４７②函館市教育委員

会学校教育部教育指導課２１－３５５７(8:45～17:30)･

函館市役所夜間休日受付２１－３００６(17:30～翌

8:45)。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

  
「相談窓口」のご案内 


